






























の初代大司教ヘロニモ・デ・ロアイサ（Geronimo de Loaysa 1575年没）は，
































た 16世紀に活躍した宣教師パブロ・ホセ・デ・アリアーガ（Pablo José  de
Arriaga 1564年―1622年），ホセ・デ・アコスタ（José  de Acosta 1540年―
1600年），フェリペ・グァマン・ポマ・デ・アヤラ（Felipe Guamán Poma 
de Ayala 1534年？―1615年），バルトロメ・デ・ラス・カサス（Bartolomeé






















































































































































































































































de Alvarez de Paz）が，直ちに二人の会員を現地に派遣して綿密な調査を
させ，邪教の存在を示す数多くの証拠品を発見したことである。
アビラは 1609年リマに行き，大司教バルトロメ・ロボ・ゲレーロ























































































































































































































（Historia General de las cosas de Nueva Espan~a）』と『メシコ戦争（Relación 
de la Conquista de esta Nueva Espan~a）』とから，またドゥランについては，
彼の著書『ヌエバ・エスパーニャ誌（Historia de las Indias de Nueva Espan~a 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Extirpación de la Idolatria del Pirú）ホセ・デ・アコスタ『インディオの救いの
促進』（De procuranda Indorum salute），『新大陸自然文化史』（上下）（Historia 
natural y moral de las Indias 1560），フェリペ・グァマン・ポマ・デ・アヤラ『新
しい記録と良き統治』（Nueva crónica y buen gobierno 1614），バルトロメ・デ・
ラス・カサス『インディオは人間か』（Apologetica Historia Sumaria）などの著
書を使った。




















































19）Pablo José de Arriaga，Extirpación de la Idolatria del Pirú，Biblioteca de Autores 
Espan~oles desde la Formación del Lenguaje hasta nuestros dias，Edición y Estudio 



























29）Felipe Guamán Poma de Ayala，Nueva crónica y buen gobierno，Madrid-Espan~a，










































36）Fray Diego Durán, Historia de las Indias de Nueva Espan~a e Islas de la Tierra Firme, 
Escrita por Fray Diego Durán dominico en el siglo XVI, Edición paleográfi ca del 
manuscrito autógrafo de Madrid, con introducciones, Notas y vocabularios de 
palabras indígenas y arcaicas, La prepara y da a luz Angel Ma. Garibay K. 2 vols., 























また，Bernardino de Sahagún，Historia general de las cosas de Nueva Espan~a，



























































いていた，といわれている。（Padre Joseph de Acosta，Historia Natural y Moral 
de las Indias，An~o de 1590，Ediciones de Cultura Hispánica Agencia Espan~ola de 




































66）Fray Diego Durán，op. cit.，pp. 169―176　アコスタは，宇宙の重要な力と考えら
れるものに，土，風，火，水の四つの元素があった。この四つは，それぞれ宇
宙の四つの方向からその力を発揮し，戦い，時代，変動，進化等の概念を導き
入れた，と説明している。（アコスタ，前掲書　522頁）
67）ドゥラン，前掲書　205頁
68）ドゥラン，前掲書　206頁
イエズス会員アリアーガは，『ピルーにおける偶像崇拝の根絶』という著書の
中で，インディオの偶像崇拝を根こそぎにする方法として，まずキリスト教の
教理を徹底的に教えること，ワカ，マルキ，コノパやその他の偶像崇拝の誘因
を完全に除去することにある，と強調している。（アリアーガ，前掲書　492頁）
69）サアグン，前掲書　145頁
70）ドゥラン，前掲書　4頁
1541年に，サンタ・マルタの司教フアン・フェルナンデス・デ・アングロが
スペイン国王に宛てた書簡に，「陛下におかれましては，この地域に住んでい
るのはキリスト教徒ではなくて悪魔であり，神と国王の下僕ではなく神の掟と
国王に対する背信者であることを，しかと御念頭におかれる必要があるかと思
われます。」記しているように，当時はインディオを悪魔としていた。（ビクト
ル・ダニエル・ボニーヤ『神の下僕か　インディオの主人か』太田昌国訳，現
代企画社，1987年，18頁）
71）ドゥラン，前掲書　229頁
72）ドゥラン，前掲書　101頁
キリスト教を唯一の正しい信仰として絶対化し，アンデスのインディオたちの
― ―49
すべての宗教観念を悪魔の仕業として退ける一元論的な価値観の持ち主で，ペ
ルーにおける「偶像崇拝根絶」運動の中心人物であったアリアーガは，インディ
オの偶像崇拝を根絶するのは宣教師，司祭であることを強調し，さらに「イン
ディオの村々において教会の補修，聖壇の装飾，聖像の飾りつけ，装飾の追加
などに意を用い，めずらしい音楽を聞かせ，神への礼拝をきちんとおこない，
祭りを盛大に催し，告解を重んじさせ，至聖の秘跡をあがめさせなどして，キ
リスト教にさらによく通じさせるための手段を講ずるためには，博学で神学に
通じた，信仰心篤いよき司祭を得ることが必要である。インディオたちの間で
は神学が必要ない，とは，ピルー中で大いに口にされているが，これはたいへ
んな間違いである。」と優秀な宣教司祭の重要性を説いている。（アリアーガ，
前掲書　552頁―553頁）
73）ドゥラン，前掲書　231頁
